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東カリブ諸国機構（ＯＥＣＳ）６か国月間情勢報告 

 （アンティグア・バーブーダ（アンティグア）、ドミニカ（国）、グレナダ、セ

ントルシア、セントクリストファー・ネービス（セントキッツ）、セントビンセ

ント及びグレナディーン諸島（セントビンセント）） 

（２０２３年８月） 

 

在トリニダード・トバゴ日本国大使館 

 

８月の東カリブ諸国機構（ＯＥＣＳ）６か国（注）の内政、経済、外交月間報告

は以下の通り。 

（注：アンディグア・バーブーダ（アンティグア）、ドミニカ（国）、グレナダ、

セントルシア、セントクリストファー・ネービス（セントキッツ）、セントビン

セント及びグレナディーン諸島（セントビンセント）） 

 

１ 概況 

●（セントルシア）１４～１８日、セントルシア水産省と国際協力機構（ＪＩ

ＣＡ）は、沿岸漁業資源の持続可能な利用と管理の強化を目的とする「沿岸漁

業プロジェクト」の一環で、漁業統計専門家の能力向上に向けた包括的セミナ

ーを実施。 

●（セントルシア）台湾はセントルシア政府に対し、農産物加工、青少年政策

の改革、司法行政、及び社会開発プロジェクトにおける能力構築と効率性向上

のため、３１０万東カリブドル（約１１４万米ドル）の無償資金を拠出。 

●（アンティグア）本年６月の全品目指数は前年度比２．８％、食品指数は

８．４％上昇した。 

●（グレナダ）財務省は、グレナダ政府は本年１～６月に投資による市民権

（ＣＢＩ）プログラムを通じて２，０１１人の市民権取得を承認し、過去最高

となる１．５７億東カリブドル（約５，７７１万米ドル）の歳入を得たと発

表。 

●（グレナダ）ミッチェル首相は、チャールズ英国王及びスナク英首相に対

し、英国の旧植民地に対する謝罪と奴隷制の賠償金の支払いを要求。 

●（セントビンセント）家畜飼育の改善及び野菜栽培管理・収穫後の処理の改

善を図るべく、政府は台湾と１，１４０万東カリブドル（約４１９万米ドル）

相当の協定に調印。 

●（ドミニカ）スケリット首相は、投資による市民権プログラム（ＣＢＩ）に

おいて、イラク、ベラルーシ、ロシア国民に対する市民権付与の中止及び同プ

ログラムの市民権取得者による氏名変更の制限を発表。 
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２ 内政 

●（７日グレナダ報道）グレナダ政府は、国民の安全確保戦略及び政策を策定

する国家安全保障評議会の設立を発表。包括的な国家安全保障計画の作成に向

け、今後ＮＧＯや法執行機関、刑務所管理局、労働組合、民間企業、医療従事

者などと協議が行われる模様。 

 

３ 経済 

●（２日セントキッツ報道）２～５日、台湾との外交４０周年を記念する台湾

博覧会がセントキッツで開催された。 

●（１６日セントルシア政府発表）セントルシアから１５名が慢性疾患の予防

と管理に関する３年間の研修を受講するため台湾へ出発。 

●（２２日セントルシア政府発表）１４～１８日、セントルシア水産省と国際

協力機構（ＪＩＣＡ）は、沿岸漁業資源の持続可能な利用と管理の強化を目的

とする「沿岸漁業プロジェクト」の一環で、漁業統計専門家の能力向上に向け

た包括的セミナーを実施。 

●（２４日アンティグア報道）本年６月の全品目指数は前年度比２．８％、食

品指数は８．４％上昇した。 

●（２４日セントビンセント報道）現在、カリブ開発銀行、英国カリブ・イン

フラ・パートナーシップ基金（ＵＫＣＩＦ）及びセントビンセント政府による

計２．５億米ドルの出資により、首都キングスタウンに新たな商港を建設中。 

●（２８日グレナダ報道）財務省は、グレナダ政府は本年１～６月に投資によ

る市民権（ＣＢＩ）プログラムを通じて２，０１１人の市民権取得を承認し、

２０１４年のプログラム開始以来最高となる１．５７億東カリブドル（約５，

７７１万米ドル）の歳入を得たと発表。 

●（２８日及び３０日セントビンセント報道）家畜飼育の改善及び野菜栽培管

理・収穫後の処理の改善を図るべく、政府は台湾と１，１４０万東カリブドル

（約４１９万米ドル）相当の協定に調印。 

●（２９日セントキッツ報道）ブラントリー・ネービス島行政長官は、同島政

府の国内、対外、法定債務が計５．４４７億東カリブドル（約２億米ドル）に

上ると発表。 

●（２９日セントルシア報道）台湾はセントルシア政府に対し、農産物加工、

青少年政策の改革、司法行政、及び社会開発プロジェクトにおける能力構築と

効率性向上のため、３１０万東カリブドル（約１１４万米ドル）の無償資金を

拠出。 

 



3 

 

４ 外交 

●（１日ドミニカ報道）スケリット首相は、投資による市民権プログラム（Ｃ

ＢＩ）において、イラク、ベラルーシ、ロシア国民に対する市民権付与の中止

を発表。更に、同プログラムにおいて市民権取得者による氏名変更の制限も発

表した。英国は７月、ＣＢＩを理由に同国の入国管理体制を変更し、ドミニカ

からの渡航者の査証免除を廃止している。 

●（１３日セントビンセント報道）７月２０～２１日、ゴンザルベス首相はモ

ロッコを公式訪問し、ボウリタ外相と会談。高等教育、肥料と土壌肥沃度、漁

業、農業等の分野における２０２３～２５年の両国間の協力に関する共同コミ

ュニケを発出した。 

●（１８日セントルシア報道）台湾の医療チームは、セントルシアの医療セク

ター視察のため、同国を７日間訪問した。 

●（２６日グレナダ報道）ミッチェル首相は、チャールズ英国王及びスナク英

首相に対し、英国の旧植民地に対する謝罪と奴隷制の賠償金の支払いを要求し

た。 


